
別紙１ 自主的環境保全活動の取り組み状況
（事業者名）東洋紡㈱高砂工場

１　環境保全活動に関する方針等

１－１　環境保全活動に関する方針
・ 東洋紡グループ地球環境基本方針としての環境理念

我々は、人と地球にやさしい技術を通して社会に貢献し、地球環境の保全を
図り、次の世代に、住みよい地球と豊かな社会を残すよう努めます。

・ 東洋紡グループ地球環境基本方針としての環境方針
(1) 技術の開発

東洋紡ｸﾞﾙｰﾌﾟの総力を発揮して、人と環境にやさしい技術（製品と製造ﾌﾟﾛｾｽ）
の開発に取り組み、環境対策を推進していきます。

(2) 環境保全
製品の開発から設計・製造・販売・廃棄・回収に至る全ての段階において、
環境に及ぼす影響を予測し、評価し、低減し、環境保全に取り組みます。

(3) 社会への貢献
より良い地球環境の実現を目指し、事業を通じてだけでなく、良き企業市民
として、社会や地域における環境保護や生物多様性保全活動への支援・参画
に積極的に取り組みます。

・ 高砂工場の環境理念
① ３Ｃ（Clean Creative and Characteristic） を基本理念として、地球、環境、

人間に優しい企業となり、ＰＬＡ（Product Lifecycle Assessment）に徹した
商品を顧客に提供する。

② 我々は、人と地球に優しい技術を通して社会に貢献し、地球環境の保全を図り
次世代に、住みよい地球と豊かな社会を残すように努める。

・ 高砂工場の環境方針
① 環境保全は経営の重要課題

・本方針遂行のため、法規の要求事項・著しい環境側面・利害関係者の意見に
基づき環境目的・目標を設定し、その実現を図り、定期的な見直しを行うこと
により、環境マネジメントシステムの継続的な改善と汚染の予防に努めます。

② 法規制の順守
・環境に係わる法規制および協定等の要求事項を守ります。
・定常作業はもちろん、事故等の緊急時においても地域社会に迷惑をかけない

よう努めます。

③ 研究開発から製品出荷及び輸送までの各プロセスにおける環境負荷の低減
・環境負荷の低減に配慮した製品および製造プロセスの開発に努めます。
・原材料の効率的な使用により省資源に努めます。
・廃棄物の分別とリサイクルに努めます。

④ 教育訓練の充実と環境意識の向上
・協力会社を含む全従業員が環境マネジメントシステムの基本を認識し、環境

方針に沿った行動を行うよう教育を行います。
・計画的な環境に関わる教育訓練を進め、環境保全の質を高めます。

⑤ 地域との協調連帯
・当工場周辺の美化に努めます。

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること）
なお、本方針の開示を外部から求められた場合には公開します。

１－２　環境保全活動に関する組織体制

ＥＭＳ実行組織図参照



別紙２
２　環境保全活動の実施状況等

項　目 取組結果 今後の取組計画

化学物質対策 ・ 施設管理による漏洩未然防止、保管・管理の ・ 現行取り組みの維持
適正化

・ 平成29年度分のPRTR報告書は平成30年4月9日
に提出

廃棄物対策 ・ 平成29年度の廃棄物削減目標量　36.9tに ・ 平成29年度の廃棄物削減で、目標は
対して、実績は、50.1tの削減で目標達成。 45t

二酸化炭素排出抑制 ・ 特に目標を設定せず、これまでの活動を継続。 ・ 平成30年度も同様
主にはｶﾞｽｺｰｼﾞｪﾈｼｽﾃﾑ導入、省電力、ﾏｲｶｰ通勤
の自粛で取り組んでいる。

研究開発から製品 ・ 環境負荷低減の製品開発で、目標3件に対して ・ 平成３０年度は原材料の効率的な使用
出荷及び輸送まで 0件で目標未達成。 という事で、製品収率アップによる
の各プロセスに 廃液原単位向上を目指します。
おける環境負荷の 目標とする製品数は４件を目指す。
低減

教育訓練の充実と ・ 各職場において、自職場の環境目標と環境 ・ 年度初めの教育については、引き続き
環境意識の向上 方針に沿った行動を行うような自覚を促す 実施していく。

教育を年度の初めに実施している。

地域との強調連帯 ・ 1回/月のペースで当工場周辺の美化活動を ・ 平成30年度も引き続き実施中
実施

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ・ 本社へ当工場のﾃﾞｰﾀを報告し、東洋紡㈱として ・ 現行組織の維持
情報を公開している。



・環境安全教育の推進美化活動

・美化活動の推進

AB/MP ・各種精密化学薬品（ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ、ﾁｱ
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・生産関連技術の開発
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ＥＭＳ　実行組織図 高砂工場長

制　定 '９７．０８．１１

【部門責任者】 【部門担当者】 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに関する主な任務

・管理文書原紙の管理・配布

FC技術ｾﾝﾀｰ FC技術ｾﾝﾀｰ ・各種精密化学薬品、医薬中間体の

部　　長 部長指名者 　研究開発

・管理文書原紙の管理・配布

部　　長 部長指名者 ・外部業者・協力会社の窓口業務

H技術ｾﾝﾀｰ H技術ｾﾝﾀｰ ・塩素化ﾌﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、各種変性ﾎﾟﾘｵﾚ

部　　長 部長指名者 　ﾌｨﾝの研究開発

ＥＭＳ実行委員会
・原材料の受入・受入検査

ｻｲﾄ最高責任者 課長 　ｿﾞｰﾙ他）の製造

総　務　部 総　務　部 ・製品出荷・出荷検査

・各種精密化学薬品（ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ、ﾁｱ

高砂 工場長 ・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

　ｿﾞｰﾙ他）の製造

・製品の乾燥・包装

ＥＭＳ管理責任者 ・各種精密化学薬品(医薬中間体等)

課長

・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

IP/KRP
環境安全室部長 　の製造

施設管理

製　造　部 ・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

部　　長

・排水処理施設の運転管理

・廃液焼却炉の運転管理

ＣＰＳ 　ﾌｨﾝの製造

課　　長

・産廃の外部委託

・一般焼却炉の運転

・設備の建設、保全、管理

事　務　局 ・ＭＰ，ＡＢ,ＩＰ製品の乾燥・包装

環境安全室 ・製品の詰替え

・塩素化ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、各種変性ﾎﾟﾘｵﾚ

課　　長

・高圧ｶﾞｽ、一圧、消防法関連の法的

部　　長 部長指名者 ・計量器、計測機器の管理

・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

・高圧ｶﾞｽ関連の法的対応

工　務　部 工　務

・機器の自動制御ｼｽﾃﾑの構築と保守

　対応

・ＱＣ教育の推進

品質保証Ｇ

環境安全室
・法的要求事項の測定、評価、届出

部　　長 部長指名者
・管理文書原紙の管理・配布

部長指名者 ・原料試験・製品試験

環境安全室

品質保証部 ・改善活動の推進

部長指名者

・試験機器の管理

・工場の品質保証の総括

部　　長 ・社内測定分の環境測定・判定

分析Ｇ ・環境に関する各種依頼試験


